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研究成果の概要（和文）：本研究全体の成果として、日本で性の多様性教育を進めるためには、以下のことが必
要であることが明らかになった。（1）性的マイノリティの権利保障や性教育に関する法的規定を求めつつ、
（2）最近の小・中教科書で性の多様性が取り上げられつつあることを活かして性の多様性教育を進めること、
また同時に（3）学校環境に見られる男女二分法を見直しつつ、（4）LGBTQを含めて多様な子どもが安全・安心
していられる場と条件を確保すること、そして（5）教員養成課程及び教員研修で性の多様性教育を必修とする
こと。

研究成果の概要（英文）：As a result of this research as a whole, it became clear that in order to 
promote sexual and gender diversity education in Japan, it is necessary ; (1) to seek legal 
provisions to guarantee rights of sexual minorities and sex education, (2) to take advantage of the 
recent inclusion of sexual diversity in primary and secondary school textbooks in order to promote 
sexual and gender diversity education, and at the same time (3) to reflect the gender dichotomy 
found in school environments, (4) to ensure places and conditions where diverse children including 
LGBTQ children can be safe and secure; and (5) to make sexuality education including sexual and 
gender diversity education compulsory in teacher training programme and teacher training.

研究分野： 教育学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、第１に生徒の性知識調査の分析と性の多様性教育を実践している教員の聞き取り調査を通し
て、性の多様性をめぐる生徒の課題と性の多様性教育を実践する教員固有の課題を明らかにしたことである。第
２に、性的マイノリティをめぐる法的規定、性の多様性を含む性教育に関する学習指導要領上の法的規定、およ
び性教育に関連する教科書での性の多様性の記述などを国際比較することで、日本における性の多様性教育の現
状と課題を浮き彫りにしたことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

(1) 今日、メディア社会の急激な進展とともにインターネットやスマホが思春期世代にも普及

し、「友人や先輩」や「学校」と並んで、「アダルト動画（DVD やネットなど）」や「インター

ネットやアプリ、SNS など」が青少年の重要な性の情報源となっている（日本性教育協会編 2019）

と言われる。しかし「性的マイノリティ（同性愛、性同一性障害など）」に関して知っている中

学生は 15％、高校生は 32％しかいない（性教育協会編 2019）。レズビアンやゲイについては 7

～8割の高校生が「知っている」が、バイセクシュアルについては 3割、トランスジェンダーに

ついては 5割が「全く知らない」（田中敏明他 2018）。はたしてスマホ世代の中学生は LGBTIQ

を含めた性の問題に関して正確な知識を増やしているのだろうか。そのためにも中学生の性の

多様性を含む性の知識等の実態を把握することが必要となる。 

 

(2) 日高庸晴「教員 5,979 人の LGBT 意識調査」（2011～2013 年）によれば、①LGBT を授業で取

り扱う必要があると回答した教員は6割を超えるが、②実際に取り入れた経験のある教員は14％

と低く、②教員養成機関で LGBTI について学んだ教員は１割にも満たない。また文科省の通知で

は、性同一性障害への対応が中心にあり、その実際の対応も各学校に任され、「中学校学習指導

要領解説 保健体育」でも、LGBTIQ は取り上げられていない。しかも、教職課程において性に

関する内容を含む科目を開講していない教員養成大学が 6 割あり、当該科目があるとする大学

でも必修・専攻必修は 4 割しかない（基盤研究(B)「国際水準に基づく教科書・教員養成課程の

分析および性教育プログラム開発に関する研究」2016～2018 年度、研究代表者：池谷壽夫）。こ

うした中で性の多様性教育を進めていくうえで、教員はどのような困難や課題を抱えているか

を明らかにする必要がある。 

 

２．研究の目的 

(1)生徒の性の多様性を含む性に関する知識の獲得状況を明らかにし、性の多様性教育の課題を

探ること。 

 

(2)性の多様性を含む性教育を進めるうえで、教員が抱えている困難や課題を明らかにすること。 

 

(3)諸外国の性の多様性を含む性教育の現状をと課題を調査することで、日本の性の多様性を含

む性教育の課題を浮き彫りにすること。 

 

３．研究の方法 

(1）中学生の性意識・性知識調査にもとづく「性の多様性」教育課題の解明のために、2007 年の

中学生性知識調査をベースに、性の多様性を含めた性に関する性情報源や知識の正確さ、性意識

を測定する質問紙調査を中学生対象に実施し、2007 年調査との比較によって仮説を検証すると

ともに、「性の多様性」教育の重点的課題を析出する。 

 

(2) 性の多様性に関する学校・教員の取り組み上の課題を解明するために、中学校教員や教育行

政が性の多様性に対してどのような意識をもち性の多様性教育に取り組んでいるかを明らかに

するために、「性の多様性」教育に積極的に取り組んでいる教員や教育行政への聞き取り調査を



行う。 

 

(3)海外における「性の多様性」に関する先進的な教育を調査・検討することを通して、日本に

おける性の多様性教育への取り組みの課題を析出する。そのために、ドイツ・オランダ・フィン

ランド・イギリス等の「性の多様性」教育の取り組みを調査・検討する。 

 

４．研究成果  

(1) 全国中学生性意識・性知識調査から次のことが明らかになった。①2007 年調査と比べて、

性知識問題の合計平均正答数が増え、わからない数が減っている。②しかし、性の多様性につい

て約 3 割の生徒しか学んではいないが、生徒は異性の心理、自他を尊重するデート法などと並ん

で性の多様性について知りたがっている。③多様な性に対する差別的な場面を見聞きしたこと

がないものが半数近くいるが、見聞きした場としては、テレビ・ラジオ、ツイッターやネット動

画、マンガなどのメディアに次いで、学校が挙げられている。この点で学校の在り方が問われる。

④スマホ所持の有無に注目すると、スマホ所持群は、全体的に性知識問題の正答率が高く、「射

精」や「性的接触（ セックスなど） 」を学校で学んだ割合、特定の交際相手と「デートをする」

「手をつなぐ」「抱き合う（ ハグする） 」「キスをする」といった行為を許容する割合が有意

に高い。⑤男女別で見ると、女子ではスマホの所持は、「性知識」の正答率やわからない率を上

下させるほどの影響力はそれほど持っていないが、男子のスマホ所持は女子に比べて「性知識」

の有無に一定の影響力を有する傾向がみられる。 

(2) 教員のインタビュー調査からは、①性の多様性を含む性教育のためには、児童生徒にとって

身近な存在である教員が自らの人権感覚を振り返る機会が必要であり、そのためにも継続的な

教職員研修が必要なこと、②さらに、年 1 回程度の研修を実施するだけに留まることなく、定

期的に専門的知識の更新や情報共有ができる場の設定や教員同士の交流機会の提供など， 教員

側への継続的な支援の工夫も重要であること、が明らかになった。 

(3) 海外調査研究については①最終的にはドイツ、フィンランド、オランダ、スウェーデン、イ

ギリス、台湾の性の多様性教育の現状と課題を明らかにすることができた。そこでは、性的マイ

ノリティの権利及び性の多様性を含む性教育が法的に確保されていること、性教育関連の授業

科目、とりわけ生物教科書でも性の多様性に関する内容が充実してきていること、それでも教員

養成課程での性の多様性を含む性教育の授業及び現職教員の研修の充実が性の多様性教育の最

重要課題に一つになっていることが明らかになった。②これに対して、日本では性の多様性を含

む性教育に関する法的規定もなく、学習指導要領でも学習内容として取り上げられていない。そ

れでも最近の小・中教科書ではわずかではあるが性の多様性が取り上げられつつある。日本で

「性の多様性」教育を進めるためには、第 1に、人間（とその性）の多様性の観点から、学校環

境における男女二分法の見直しを行い進めつつ、LGBTIQ の子どもや保護者、教職員を含めた人

権の擁護を同時に行っていくことが必要である。具体的には男女二分法にもとづく校則の諸規

則・慣習の見直し（基本的には制服の廃止、服装の自由、髪型の自由、男女別集団行動の廃止な

ど）、保健体育やその他の授業での固定した男女共習・男女別習の柔軟な見直しなどが考えられ

る。第 2に、性同一性障害者へのいじめ対策や個別配慮という消極的な対応にとどまらず、「セ

クシュアリティとジェンダーの多様性」の肯定的アプローチから、LGBTIQ を含めて多様な子ど

もが安全・安心していられる場と条件をその子の意思を尊重しながら確保しつつ（少なくとも子

どもの権利条約で保障されているこどもの権利とその行使の保障）、「性の多様性」教育を進め

ること。第 3に教員養成課程で性および性の多様性教育を必修とすることが求められる。 
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